









































































































































































































































































対象：平成 28 年度本学幼児教育学科第一部２年生 






































































の効果を検討する為、授業の第１回（10 月 28 日）、
第５回（コンペティション前 11 月 25 日）、第 11 回



















































項⽬15 私は⼦どもの活動を考慮し、適切な保育環境（⼈的、物的）を整えることに⼗分努⼒できると思う。  
 
表４ 事項①（項目１〜４）について 
  最⼩値 最⼤値 平均値 標準偏差 
授業第 1 回 2.25 5 3.81 .494 
授業第 6 回 2.50 5 3.74 .452 
授業第16回 2.50 5 4.35 .554 
 
表５ 事項②（項目５〜７）について 
  最⼩値 最⼤値 平均値 標準偏差 
授業第 1 回 2.67 5 4.05 .523 
授業第 6 回 2.00 5 3.99 .608 
授業第16回 2.67 5 4.47 .548 
 
表６ 事項③（項目８〜10）について 
  最⼩値 最⼤値 平均値 標準偏差 
授業第 1 回 1.67 5 3.73 .598 
授業第 6 回 2.00 5 3.74 .527 
授業第16回 2.67 5 4.25 .544 
 
表７ 事項④（項目11〜12）について 
  最⼩値 最⼤値 平均値 標準偏差 
授業第 1 回 2.00 5 3.23 .680 
授業第 6 回 1.00 5 3.34 .602 

















































第 1 回 
授業 
第 6 回 
授業 
第 16 回 
F 値 
 
平均値 3.81 3.74 4.35 133.923 ＊＊＊ 
（SD) (.494) (.452) (.554)   
  授業第 1 回＜授業第 16 回 
  授業第 6 回＜授業第 16 回  





第 1 回 
授業 
第 6 回 
授業 
第 16 回 
F 値 
 
平均値 4.05 3.99 4.47 71.459 ＊＊＊ 
（SD) (.523) (.608) (.548)   
  授業第 1 回＜授業第 16 回 
  授業第 6 回＜授業第 16 回  





第 1 回 
授業 
第 6 回 
授業 
第 16 回 
F 値 
 
平均値 3.73 3.74 4.25 89.435 ＊＊＊ 
（SD) (.598) (.527) (.544)   
  授業第 1 回＜授業第 16 回 
  授業第 6 回＜授業第 16 回  





第 1 回 
授業 
第 6 回 
授業 
第 16 回 
F 値 
 
平均値 3.23 3.34 3.92 95.943 ＊＊＊ 
（SD) (.680) (.602) (.705)   
  授業第 1 回＜授業第 6 回、授業第 16 回 
  授業第 6 回＜授業第 16 回  
  ＊ p<.05   ＊＊ p<.01 ＊＊＊ p<.001 
 
 
れ、授業第 14 回より上昇傾向にある。 







































































項目 11 に関しては、授業第 17 回の総括でも数値が
 上がっている。 




























































15 私は⼦どもの活動を考慮し、適切な保育環境（⼈的、物的）を整えることに⼗分努⼒できると思う。 .27 
 
表13 各期における保育者効力感得点の記述統計 
  最⼩値 最⼤値 平均値 標準偏差 
授業第 1 回 20 43 30.8  4.21  
授業第 5 回 17 43 31.6  4.04  
授業第11回 21 41 31.3  4.05  






第 1 回 
授業 





F 値   
平均値 30.8 31.6 31.3 32.4 15.97 ＊＊＊ 
（SD) (4.21) (4.04) (4.05) (4.22) 
 
  
   授業第 1 回＜授業第 5 回、授業第 11 回、授業第 16 回 
   授業第 5 回＜授業第 16 回   
   授業第 11 回＜授業第 16 回   
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